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Recently, depressive disorders are increasing in the world. In this study, I proposed results of factor analysis and 
prediction model to increase depressive disorders at 5 countries. From these results, I evaluated and compared the 

accuracy general methods and prediction model. 

 

１．緒 言 

近年の日本の精神疾患において，うつ病患者数は

年々増加している．平成 8 年の 43.3 万人に対し，

平成 20年では 104.1万人と 12 年間で 2.4 倍に増加

した[1]．世界的に見ても，うつ病を含めた精神疾

患の患者が増加傾向である．WHO による 2015 年

の世界のうつ病患者率データでは，世界の人口の

4.4％となっており，世界で 3 億 2200 万人の人々が

うつ病で苦しんでいる状況である．また，うつ病予

備軍と言われるうつ病の一歩手前である人の数は

世界で 2640 万人となっている[2]．患者自身や周囲

の人々にかかる負担は心身ともに計り知れない． 

精神的な疾患によって失業や医療費，国の制度

等で多額な費用がかかる．従って，うつ病などの精

神疾患の増加は経済も逼迫することになる．自殺・

うつ病がなくなった場合の経済的便益の推定では，

2009 年日本の例では，合計が 2 兆 6782 億円にも上

る．うつ病だけで見れば，7754 億円となっている

[1]．そこで，考えられるうつ病の要因を解析し，

予測式を作れば，考え付いた改善案でうつ病症状

患者数がどう変化するか正確な予測が行える．そ

れが，今後多くの国での精神疾患対策や医療業界

での病床率の予測等に役立てられると考える． 

本研究では，1990 年から 2010 年のうつ病症状数

の分析を行い，その結果から，予測式を提案する．

2011 年から 2015 年の症状数の予測を行い，実際の

結果と比較する．また，うつ病症状数を相対誤差や

他の一般的な手法による予測との精度を比較し，

うつ病症状数予測モデルを評価する． 

 

２．分析対象と使用する変数 

本研究では，うつ病症状数を分析するために，

our world in data[3]から 1990 年から 2015 年のう

つ病症状数のデータを対象とする．うつ病症状数

は，うつ病，躁うつ病，抗うつ状態などの症状が

出た実態に近い数である．対象国は日本，アメリ

カ，イギリス，中国，インドの 5 カ国である． 

最終的に使用する変数は以下の通りである． 

目的変数：うつ病症状数 

説明変数：一人当たり CO₂排出量，災害死亡率，

都市生活率，自殺率，人口増加率 

 

３．分析結果 

変数間の相関を調べるため，相関分析を予備解

析として行った．結果を抜粋して表 1 に示す． 

表 1 日本の相関分析の結果 

 

StatWorks ver.5.82 を使い，上記の変数を日本，

アメリカ，イギリス，中国，インドの 5 カ国で多

変量解析をした．その結果の例が，表 2 である 

表 2 日本の重回帰分析の結果 

 

寄与率が高く，P値の異常値もないため，結果

として，採択した．以下より，解析結果で目立つ

変数を抜粋して考察する． 

まず，5 カ国で変数の種類が異なるため，最終

的な変数の種類は少し異なる．多くの国で標準偏

回帰係数の値が大きかったのは，一人当たり CO₂

排出量であった．中位所得先進国である中国，イ

ンドでは，その影響が大きく，今後の環境問題へ



 

   

 

の対策が必要である．一方，先進国では，その影

響は 2 カ国と比べて小さい．企業の海外進出や，

環境対策によるものだと考える． 

次に，都市生活率が先進国では影響が強かっ

た．特に日本，アメリカでの標準偏回帰係数高

く，都市化による利便性の向上の反面，森林不足

や，排気ガス,過密等によるストレスが大きくうつ

病症状数が増加すると考察する．また，自殺率や

災害死亡率は少子化や高齢化などの人口の増減に

よるせいか，影響度は低い． 

 

４．予測結果と比較からの考察 

 多変量解析から得られた偏回帰係数により，以

下の予測式を作成した．日本の例を示す． 

𝑺𝟏 = 𝑎(1) + 𝑏(1)𝒎𝟏 + 𝑐(1)𝒏𝟏 + 𝑑(1)𝒐𝟏 

+𝑒(1)𝒑𝟏 + 𝑓(1)𝒒𝟏 (1) 

𝑖：予測する国  𝑗：予測する年 

𝑺𝟏：5 年分のうつ病症状数ベクトル 

𝒎𝟏：5年分の一人当たり CO₂排出量ベクトル 

𝒏𝟏：5年分の災害死亡率ベクトル 

𝒐𝟏：5 年分の都市生活率ベクトル 

𝒑𝟏：5 年分の自殺率ベクトル 

𝒒𝟏：5年分の人口増加率ベクトル 

𝑎(1), 𝑏(1), 𝑐(1), 𝑑(1), 𝑒(1), 𝑓(1)はそれぞれに対す

る偏回帰係数の値である．𝑎(1)は定数項を表す． 

算出した予測式の結果の一部を抜粋して表 3 に

示す． 

表 3日本の予測式の精度 

 

 MAD 値でみると高い精度だが，2015 年の相対

誤差の値が大きいため，今後の予測をする際は不

安定な数値になると考える．また，日本だけでなく，

他の国においても精度が高いが，不安定な動きで

あった． 

得られた結果の精度を MAD 値で他手法と表 4

にて比較する． 

 

 

表 4他手法との比較 

 

 他手法と比較すると，本研究では，説明変数の多

い予測式ほど精度が高いことがわかる．日本，アメ

リアの精度がかなり良く，イギリス，中国，インド

は低くなった．説明変数の目的変数に与えている

影響が違うため，国によって大きな差が出るとい

える．また，対象国の 5 カ国全ての指数平滑法の

数値が高い理由として，現在の数値の重要性が非

常に高いことがわかった．また，5 カ国とも高い相

対誤差であった理由は目的変数が単調増加に近い

ため，予測がしやすかったからだと考える．説明変

数の相関を考慮し，より多くの変数のデータを用

意すれば，いずれの予測式も精度が向上すると考

える．5 カ国とも MAD 値のみでみると，高い精度

で予測することができた．一方で，本研究では，相

対誤差の乱高下する値から，より長期的な予測の

安定性は低いと考える． 

 

5. 結 言 

 うつ病症状数の要因分析を行った結果，都市生

活率と人口増加率の影響が大きかった．これは都

市化に関する因子であることから都市化がうつ病

症状数増加に強く関係していることがわかる．ま

た，一人当たり CO₂排出量は，先進国では，環境保

全や企業の海外進出などの動きから，影響が小さ

く，中位所得先進国では，工業化に伴う影響が大き

かった．今後，うつ病症状数増加対策として，企業

の拠点分散や在宅ワークにより人々の都市流用に

歯止めをかけ，ストレスを減少することが重要で

ある． 
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年 予測値 実測値 残差 相対誤差 絶対値 MAD

2011 4331998 4342819 10821 0.002498 0.002498

2012 4385619 4368761 -16858 -0.003844 0.003844

2013 4407492 4400455 -7037 -0.001597 0.001597

2014 4406817 4437730 30913 0.007015 0.007015

2015 4406945 4479393 72448 0.016439 0.016439

0.006279

　　　　　国

手法
日本 アメリカ イギリス 中国 インド

移動平均法3年 0.016907 0.018194 0.014847 0.027798 0.039407

移動平均法5年 0.020601 0.023737 0.023737 0.044883 0.048737

指数平滑法 0.008502 0.011599 0.008917 0.016443 0.026395

本研究 0.006279 0.003804 0.013684 0.012488 0.031776
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